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ｷくすく宵て東郷っ子仰

平成4年

6

5月5日は端午の節句

。一画

層r財轟
肖
陰

諏

曲

最近は子共の数が減り．こいのぼりを傷げてししる家もジな

くなったようです。それでも，江r二代に始まったといお君

る、こいのぼりを易げて当月の成長を預う璽習は，ヨ天あち

こちで見られました。

ふるさとの　山の五月の　杉の木に

　　斧振．る友の　おもかげの見ゆ

牧水
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評

木の裂ける音など………前ぶれがあったらすぐ避難

くに迫っているところに家がある方は気象情報に耳

を傾け、土砂災害に十分注意しましょう。

　また、土砂災害のそれぞれの前兆を次に挙げます一

前兆を発見したら、役場や消防団に連絡するととも

に、避難の準備を始めましょう。

一さまざまな土砂災害の前兆一
　土石流．木の裂ける音やゴ。ゴ。と励・

　ま燃㌧区界童雛葱・．，，一．、一

■」一■■」〃胸、

　’／　　，
ノ　　　ピ！　　　　’

　ノ　　　し　，

渕轟遜

●木の裂ける音やゴロゴロと石が

流れる音がする。

●川の水が急に濁ったり、流れに

流木が混ざったりする。

●雨が降っているのに川の水かさ

　が急に減り始めた。

●地面にひび割れができた。

●地面の一部が陥没したり盛り

上がったりした。

●池の水かさが急に変わった。

●井戸の水が濁った。

地すべり
　　　　あノ

毯
　1アノ「「

がけ残れ．

1麟
獣、1

●がけから小石などがパラパラ

　と落ちている。

●がけに裂け目ができた。

●斜面の途中から突然水がわき

　だした。

　驚いたことに、家からわずか30メートルほど離

れた山が中腹から崩れ落ち、道路はおろか川のなか

まで埋めてしまっているではありませんか，……数

日後、もう一度わたしは土砂崩れの起こった現場に

行ってみました，そこには、人間の力ではとても動

かせそっにない大きな石’が何個も落ちていました、

河原にあるようなとがった石や、山の上に生えてい

る5メートル以上もある大木までそのまま落ちてい

るのです……三これは、昨年行われた「土砂災害防

止に関する絵画・ポスター・作文コンクール．に寄

せられた応募作品の一つです。

　ここで紹介したような悲1参な土砂災害は、全国で

毎年起きています。去年は特に、雲仙・普賢岳の噴

火に伴う火砕流や土石流、台風19号の集中豪雨によ

る土砂災害などにより、大きな被害がでました．

レ雨量100ミリ以上は要注意

　日本は国土の約8割が山地や丘陵地、台地という

こともあり、土砂災害危険地域が全国に約16万ヵ所

もあります。自然災害のうち、土砂災害が6割以上

を占めるということもうなずけます、

　特に、梅雨で長雨の降る6月はこうした土砂災害

の多い時期です。一般に土砂災害の発生と雨量との

関係については、1時間に20ミリ以上、または、降

り始めからの雨量が100ミリ以一．ヒになったら要注意

といわれています。がけ地や川のそば、山がすぐ近

「
オ
7
ト
ー
ク
通
儲
」

…
　
　
　
慶
称
募
集

一F　1，．”・・
1
，

　
本
年
十
月
一
日
よ
り
開
始
予
定
の
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
「

事
業
を
、
町
民
に
末
長
く
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
愛
称
を
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
愛
称
を
町
民
に
名
付
親
と
な
’
．
て
い
た
だ

き
た
く
愛
称
を
募
集
い
た
し
ま
す
．
、

［、

桾
蜴
相
i

二
、
募
集
期
間

三
、
　
賞

四
、
応
募
要
領

五
、
応
募
点
数

六
、
応
募
締
切

町
内
に
居
住
す
る
者

6
月
1
日
側
～
7
月
2
0
日
側
ま
で

特
選
一
点
　
賞
金
一
万
円
（
学
生
は
相

当
分
の
図
書
券
）
及
び
賞
状

　
但
し
、
同
じ
作
品
が
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
、

官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、
工
愛
称
名
　
2

住
所
　
⑨
氏
名
　
⑫
年
齢
　
⑤
職
業
（

学
年
）
の
順
で
記
入
し
、
東
郷
町
役
場

総
務
課
情
報
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

一
人
頭
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
．
．

7
月
2
0
日
㎝
　
当
日
消
印
有
効

総
灘

※
作
品
例

　
　
　
「
山
び
こ
通
信
」

　
　
　
「
牧
水
通
信
一

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
通
信
　

　
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
ま
す
、

・
つこ“、

つ
と町報麟平成4年6月号

ヲ。

勘
な
た
も
万
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
1
☆
★

　
東
郷
町
観
光
協
会
で
は
、
東
郷
町

が
生
ん
だ
『
歌
人
若
山
牧
水
』
を
、

全
町
民
が
誇
り
と
し
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
き
、
写
真
を
通
じ
て
よ
り
多

く
の
人
々
に
牧
水
公
園
、
牧
水
銅
像

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
、

　
い
い
写
真
と
っ
て
ネ
〃
…

●
翫
．

一、

闕
ﾞ

　
東
郷
町
牧
水
公
園
内
の
牧
水
銅
像

　
を
主
題
と
す
る
．
．

二
、
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
（
町
内
外
・
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま

　
せ
ん
）

三
、
賞

・
金
．
賞
　
（
一
占
…
）

　
賞
状
及
び
賞
金
十
万
円

・
銀
賞
（
二
点
）

　
賞
状
及
び
賞
金
三
万
円

・
銅
賞
（
三
点
）

　
賞
状
及
び
賞
金
】
万
円

　
※
入
賞
は
一
人
】
賞
と
し
ま
す
。

四
、
入
賞
発
表
・
表
彰

垂

一
肩
「
回
牧
水
銅
像
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
ー

　
平
成
4
年
9
月
1
7
日

　
　
（
牧
水
祭
当
日
）

五
、
応
募
規
定

・
応
募
サ
イ
ズ

　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ッ
切
り

　
　
（
．
パ
ネ
ル
、
額
入
り
は
受
付
け

　
ま
せ
ん
）

・
応
募
点
数

　
　
「
人
三
点
ま
で

・
記
載
事
項

　
作
品
の
裏
に
、
題
名
、
撮
影
年

　
月
日
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
必

　
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

，
総
懸

・
入
賞
作
品
の
版
権

　
版
権
は
東
郷
町
観
光
協
会
に
帰

　
属
し
ま
す
の
で
、
入
賞
者
に
は

　
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
提
出
を
求
め

　
ま
す
、

六
、
応
募
締
切

　
8
月
3
1
日
〔
月
〉
当
日
消
印
有
効

七
、
送
り
先

　
〒
8
8
3
…
0
2

　
東
郷
町
大
字
坪
谷
一
二
六
七
番
地

　
東
郷
町
観
光
協
会

　
「
牧
水
銅
像
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
一

※
詳
し
く
は
容
6
9
　
7
7
2
0
へ

の
花
に
ご
注
意

　
先
日
町
内
で
、
麻
薬
の
原
料
で
あ

る
モ
ル
ヒ
ネ
等
を
含
有
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
植
え
て
わ
る
い
け
し
」
が
自
生

’

㌻
　

　
蔓
U
　
・
3
ガ

、
・
ノ
　
　
手
梅

レ
町
内
で
見
つ
か
っ
た
植
え
て
悪
い
け
し

し
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
．
．

　
お
そ
ら
く
種
子
が
風
に
乗
っ
て
来

た
か
、
鳥
の
ふ
ん
に
ま
じ
っ
て
来
た

か
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
見
つ
か
っ
た
け
し
は
、
「

あ
へ
ん
法
」
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
た
い
へ
ん
危
険
な
植

物
で
す
．
、

　
植
え
て
わ
る
い
け
し
の
特
色
を
簡

単
に
紹
介
七
ま
す
と
、
①
全
面
に
ろ

う
質
を
も
っ
て
い
る
た
め
白
っ
ぽ
い

緑
色
を
し
て
い
る
。
②
草
丈
が
大
き

く
一
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
．
．
3
茎

が
太
く
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

T
ψ
無
毛
で
あ
る
一
．
⑤
葉
が
大
き
く
茎

の
し
の
方
ま
で
つ
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
つ
け
た
ら
、

役
場
・
保
健
所
・
警
察
署
の
い
す
れ

か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

“
町
か
ら
の
お
願
い
”

　
　
道
路
美
化
に
ご
協
力
を
〃

　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
み

ま
す
と
、
防
護
柵
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
●

ガ
ー
ド
パ
イ
フ
・
フ
ェ
ン
ス
）
等
に

稲
、
干
草
等
が
掛
け
て
あ
っ
た
り
、

路
上
に
飼
料
用
草
が
干
し
て
あ
る
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
．
、
こ
れ
は
道

路
交
通
法
に
違
反
す
る
と
同
時
に
、

大
き
な
事
故
の
原
因
と
な
り
、
と
て

も
危
険
で
す
、
道
路
は
多
く
の
人
々

が
利
用
し
ま
す
．
．
路
上
に
物
売
を
置

か
な
い
で
、
安
全
で
快
適
な
運
転
が

出
来
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
遵
　
　
　
に

　
　
…
爵
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く

　
　
●
ご
爵

　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
の
し

臨謡

虫
干
塩
月
テ
イ
さ
ん

　　　　擁　　ll
　　　　　靱．
　　　’．・訳　ド
　　｛

　　　像ノ，　1死

　　　　　　　　　　去
　毛　　　　　　ざ
達　、　　　た
▲満100歳の時の写真

　
県
北
で
は
最
高
齢
、
県
内

で
は
四
番
目
の
高
齢
者
で
あ

っ
た
塩
月
テ
イ
さ
ん
が
、
四

月
二
十
九
日
日
向
市
内
の
病

院
で
急
性
肺
炎
に
よ
り
死
亡

さ
れ
ま
し
た
。

　
生
前
テ
イ
さ
ん
は
、
う
め

ぼ
し
と
酒
を
た
い
へ
ん
好
ん

で
い
た
よ
う
で
、
自
宅
で
は
、

朝
う
め
ぼ
し
一
コ
と
晩
年
勺

程
の
酒
を
か
か
さ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　
親
戚
の
方
は
「
毎
日
の
う

め
ぼ
し
一
コ
と
晩
酌
が
長
生

き
の
秘
け
つ
に
な
っ
た
ん
だ

ろ
う
一
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
．
、

　
明
治
二
十
一
年
五
月
十
五

日
生
ま
れ
で
、
ま
も
な
く
満

脳
歳
を
迎
か
え
よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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V演流1

撃・

鰍
ヤgoい・IP《亀

趣

「穏鞠購寒樹の穀謡麺樹ζ磐で；．F

　今回、町の「人材育成基金」から旅費を助成していただき、韓国と　鎌

の友好親善、それに県内青少年との交流で多くの研修をすることがで漕

農二蹴瓢呪縛1；繁辮N

　
こ
の
度
「
第
四
回
宮
崎
県
日
韓
友

好
植
樹
の
翼
」
に
、
町
林
研
グ
ル
ー

プ
の
会
員
十
三
名
で
参
加
い
た
し
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
、

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
地
理
的
歴

史
的
に
最
も
深
く
結
ば
れ
て
い
る
大

韓
民
国
に
県
内
青
年
を
派
遣
し
、
現

地
で
の
植
樹
奉
仕
や
同
国
青
年
と
の

交
流
・
交
歓
に
よ
っ
て
相
互
理
解
と

信
頼
夕
況
休
め
’
め
い
、
ヨ
⊃
っ
て
日
韓
　
両

国
の
友
好
親
善
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
県
内
青
年
の
国
際
性
の
か
ん
養

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
、

　
知
事
を
団
長
と
し
て
、
百
四
十
名

の
青
少
年
が
参
加
し
、
四
月
十
七
日

璽

黒

日

零
話
歓
コ
ゴ

か
ら
二
十
一
日
目
で
の
四
泊
五
日
の

日
程
で
、
ソ
ウ
ル
、
慶
州
、
釜
山
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
ソ
ウ
ル
の
勤
労
者
総
合

福
祉
館
で
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
九

時
ま
で
、
現
地
青
年
と
の
交
歓
．
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
言
葉
は

あ
ま
り
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
心
は

一
緒
，
楽
し
い
有
意
義
な
一
時
が
す

ご
せ
ま
し
た
．
．

　
二
日
目
は
北
へ
福
祉
館
か
ら
植
樹

予
定
地
ま
で
バ
ス
で
三
時
間
の
移
動

で
し
た
。
北
朝
鮮
ま
で
約
十
キ
ロ
の

所
で
、
記
念
式
典
か
ら
友
好
植
樹
、

交
歓
会
と
約
四
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

哨

釦域

簸鍵塞

憲灘　撮・帽　　　じ

記
念
式
典
で
は
軍
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
が
あ

り
、
植
樹
は
切
り
開
い

た
大
地
に
三
～
四
メ
ー

ト
ル
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
を

若
い
兵
士
や
地
元
の
青

年
と
共
に
植
え
ま
し
た
。

植
樹
終
了
後
は
ゲ
ー
ム

な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
．
、

　
三
日
目
は
ソ
ウ
ル
市

内
で
研
修
、
四
日
目
は

慶
州
へ
移
動
後
市
内
で

研
修
、
五
日
目
は
釜
山

金
浦
空
港
か
ら
空
路
帰

国
い
た
し
ま
し
た
。

☆
造
林
地
の
少
な
い
国

　
韓
国
は
、
軍
事
費
が

国
家
予
算
の
三
分
の
一

で
、
十
九
歳
か
ら
三
年

間
は
徴
兵
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
は
、
小
学
校
は
義
務
教
育
、

中
学
校
は
地
方
で
は
ほ
と
ん
ど
義
務

教
育
で
す
が
、
都
会
で
は
ま
だ
の
よ

う
で
す
、

　
国
の
面
積
は
九
万
八
千
平
方
キ
ロ
、

人
口
は
四
千
二
百
万
人
で
、
人
口
密

度
は
世
界
四
位
で
す
。
言
葉
は
ハ
ン

グ
ル
語
で
お
金
は
ウ
オ
ン
．
、
百
ウ
オ

ン
が
約
十
七
円
で
す
。

　
車
は
右
側
通
行
で
、
信
号
は
少
な

く
、
ス
ピ
ー
ド
は
平
均
七
十
キ
ロ
と

す
ご
く
と
ば
す
よ
う
で
す
．
、
交
通
違

反
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
取
り
締
ま

り
は
あ
ま
り
き
び
し
く
な
さ
そ
う
で

し
た
。

　
田
畑
の
基
盤
整
備
は
か
な
り
整
っ

て
い
ま
す
．
山
の
造
林
地
は
少
な
く

材
木
は
ほ
と
ん
ど
南
方
か
ら
輸
入
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
物
価
は
日
本
よ
り
少
し
安
い
位
で

日
本
か
ら
の
輸
入
品
も
あ
る
よ
う
で

す
、
大
学
進
学
は
針
の
穴
を
ゾ
ウ
が

通
る
位
む
ず
か
し
い
そ
う
で
す
．
．

　
韓
国
は
日
本
か
ら
一
番
近
い
外
国

で
、
日
本
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ

と
発
展
を
続
け
て
い
る
国
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

表
紙
依
牧
水
⑦
一
た
の
解
説

　
こ
の
歌
は
第
四
歌
集
『
路
上
』
に

収
め
ら
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
三
年

（
二
十
五
歳
）
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
牧
水
は
何
処
に
在
っ
て
も
常
に
ふ

る
さ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

以
前
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
こ
の
歌

も
そ
の
一
つ
と
言
え
ま
し
ょ
う
．

　
こ
の
頃
、
牧
水
の
歌
は
各
方
面
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
前
田

渡
邊
邦
彦

夕
暮
と
共
に
歌
壇
に
「
牧
水
夕
暮
時

代
」
が
出
現
し
ま
し
た
．
．
こ
の
よ
う

に
牧
水
の
名
声
は
あ
が
っ
た
の
で
し

た
が
、
小
枝
子
と
の
恋
愛
の
破
綻
か

ら
身
も
心
も
共
に
疲
れ
き
っ
て
い
た

頃
で
も
あ
り
、
こ
の
年
の
九
月
に
は

信
州
小
諸
方
面
に
漂
泊
の
旅
に
出
か

け
て
い
ま
す
．
．

・
つこ“、

つ
と報町〔5）平成4年6月号

＜長い間ごくろうさまでした
　4月24日、新年度初めての区長会が開催され、閉

会後平成3年度をもって退任された、前区長輻瀬

新名正幸氏、鶴野内　田邊伊三郎氏、田野　磯貝一

氏、坪谷　富山力丸氏）4名に対し、町長より感謝

状が贈られました．

ぜ
冊
槻
，

引贈■一遇乞

響

も

．謙鰹

　　　熱唱“細川たかしショー”レ

　東郷町総合文化センター竣工記念事業として、5

月17日旧）細川たかしショーが、昼夜2回に分け開催

されま’した。

　途中、客席から6名のとび入りがあり、それぞれ

が細川たかしとデュエットする和やかな場面もあり、

観客約1，000人が、ショーを楽しみ大盛況でした、

　今後も、総合文化センターでは、いろいろな催し

が計画されているようです。

＜第6回乾しいたけ品評会
　乾椎茸の生産技術と品質を高め、経営安定を図る

ことを目的とした、「乾しいたけ品評会一が4月28

日、JA東郷支店で開催されました，

　今年は、椎茸料理部門が新たに設けられ、コーナ

ーには椎茸を使った様々な料理が並べられていまし

た。

　黒田美壽恵さんが料理部門、初代のベストアイデ

ィア賞に輝きました。

論
雛
、

、
盤
“
蓬
灘
貿
、
．

羅
蓼ぺ帳

蟻
蟹

凶織
匠

O

建
駐
鞭

！
、
畦
趣
，
，
鱒

　
　
　
　
鼎
嘱

●

ぬ
謬艦　ん

口慰区民体育祭レ

　“こいのぼり運動会”と題して、例年より半年早い

寺迫区民の体育祭が5月17印日〉、寺迫小グラウンド

で開催されました。

　雨続きで、区では、天候を心配していたようです

が、区民の願いが天にとどいたのか、終日雨も降ら

ず、楽しい一日を過ごしていました，
ビ
“

亭
∴
い
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赤
米
と
山
陰

一

r
；
…
一
；
…
；
…
…
，
轟
…
◎
…
一
L

セ一W

　
！
　
瀕
」
　
　
．
’

．
な
　
　
　
「

’

　
町
内
で
「
赤
米
一
を
知
’
．
て
い
る

人
は
お
そ
ら
く
い
な
い
で
し
ょ
う

古
同
齢
者
の
中
に
は
或
い
’
4
け
ご
存
卜
｝
の

方
が
い
ら
’
．
し
め
、
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
？

　
日
本
に
稲
作
が
始
ま
’
・
．
た
の
は
争

か
ら
三
干
年
以
前
で
あ
る
．
．
北
九
州

に
大
陸
か
ら
伝
わ
ズ
．
て
全
国
に
広
ま

ズ．

ｽ
の
で
す
．
．
そ
の
中
に
赤
米
と
言

う
の
が
全
国
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
歴
史
書
の
中
に
も
紹
介
さ
れ
げ
、
い

ま
す
．
、

　
当
時
も
真
米
を
作
り
た
か
∫
、
た
の

で
し
ょ
う
が
、
真
米
は
田
が
よ
く
改

善
さ
れ
、
溜
池
な
ど
の
水
利
の
便
が

よ
く
な
い
と
出
来
ま
せ
ん
．
．
し
か
し
、

幕
政
時
代
に
溜
池
や
用
水
路
を
作
r
．

た
り
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

な
か
’
、
た
た
め
赤
米
を
作
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
で
す
．
．
そ
し
て
延
岡

藩
へ
納
め
る
年
貢
米
も
赤
米
を
納
め

て
い
た
よ
う
で
す
．
．

　
赤
米
は

日
外
来
の
下
等
米
の
品
種
で
味
が
悪

　
く
、
炊
く
と
ふ
え
る
の
で
貧
し
い

　
家
庭
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
た
、

－
－
占
く
な
る
と
赤
味
が
ふ
え
る
一

真
米
を
作
る
様
に
な
ズ
．
て
藩
主
へ
の

年
貢
米
は
真
米
で
納
め
、
自
家
用
は

赤
米
で
用
を
た
し
！
、
い
た
の
で
す
．
．

　
占
文
書
の
中
に
、
「
宮
崎
郡
二
十

四
村
は
赤
米
納
め
、
七
町
村
は
真
米

納
め
、
臼
杵
五
六
村
は
赤
米
納
め
、

山
陰
村
は
真
直
納
め
…
一
と
書
い
て

あ
る
、
又
、
「
宮
崎
郡
の
村
々
と
臼

杵
郡
の
山
陰
村
に
限
っ
て
、
本
新
田

畑
よ
り
取
れ
た
真
米
納
め
は
、
　
一
石

に
付
一
二
升
の
年
貢
取
立
て
…
一
と
書

い
て
あ
る
．
．

　
山
陰
村
は
、
徳
川
時
代
は
赤
米
作

り
が
大
変
多
か
’
．
た
が
、
新
田
開
発

に
力
を
注
ぎ
、
溜
池
や
用
水
路
工
事

に
努
力
し
た
よ
う
で
す
　
そ
れ
で
他

の
村
よ
り
真
米
を
早
く
作
る
様
に
な

．’．

ｽ
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
．
一

　
村
内
各
地
に
溜
池
や
用
水
路
が
作

ら
れ
て
い
る
．
．
浅
代
溜
池
を
は
じ
め
、

自
浜
用
水
路
、
滝
下
用
水
路
、
仲
瀬

用
水
路
、
沖
之
水
流
用
水
路
、
市
谷

原
用
水
路
、
上
野
康
用
水
路
、
中
水

流
用
水
路
、
深
谷
用
水
路
、
寺
迫
用

水
路
が
あ
り
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い

る
所
も
あ
る
．
一
特
に
白
浜
用
水
路
は

＜
鳥
居
奥
の
右
側
に
立
っ
て

　
い
る
の
が
記
念
碑

轡
．
。
壁磯

謬
、
　
．

曝野野
賑耀譲鰹，

今
か
ら
約
百
四
十
余
年
前
、
二
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
白
浜
に
あ
っ
て
、

こ
こ
に
鹿
瀬
よ
り
水
を
引
く
用
水
路

を
作
∫
．
た
　
長
さ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
大
工
事
を
、
藩
命
に
よ
り
、
鶴
野

内
の
三
原
辰
三
郎
が
監
督
を
務
め
た
、

．
辰
一
二
郎
は
既
に
高
齢
で
あ
っ
た
が
、

全
力
を
尽
く
し
て
完
成
さ
せ
た
、

し
か
し
、
明
治
十
三
年
夏
の
洪
水
で

一
夜
に
し
て
用
水
路
が
崩
壊
し
た
、

辰
三
郎
無
き
あ
と
子
、
孫
と
三
代
相

次
い
で
復
旧
に
努
力
し
た
が
、
毎
年

襲
来
す
る
洪
水
の
た
め
成
功
し
な
か

っ
た
．
．
だ
が
三
原
辰
三
郎
の
献
身
的

な
努
力
に
感
銘
し
た
藩
主
内
藤
政
挙

よ
り
感
謝
状
が
授
け
ら
れ
た
　
現
在

白
浜
に
は
、
三
原
辰
三
郎
を
称
え
る

記
念
碑
が
建
っ
て
い
る

”
名
残
し
の
種
や
と
し
と
し
稲
の
花
”

回
顧
し
て
み
る
と
、
山
陰
農
民
は
昔

か
ら
赤
米
退
却
に
大
変
な
努
力
を
し

て
臼
杵
郡
内
で
優
れ
た
真
箇
作
り
の

村
を
建
設
し
た
の
で
す
、

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

馬
働
鼎
騰

　
今
年
に
な
っ
て
、
四
月
十
五
日
現
在
、
県
内
の
交
通
事
故

死
三
十
四
入
、
前
年
同
期
の
二
・
四
倍
に
達
し
全
国
一
の
増

加
率
と
な
り
、
県
は
二
度
目
の
死
亡
事
故
多
発
警
報
を
発
令

し
ま
し
た
．

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
！

　
昨
年
の
県
下
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
は
九
十
二
人
で
す
が
、
そ
の
う

ち
三
十
六
人
は
四
輪
乗
車
中
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
三
十
七
人
目
乃
．
o
）
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
、

　
事
故
で
衝
撃
を
受
け
た
と
き
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
両
腕
と
両
足
で
支
え
ら

れ
る
の
は
、
自
分
の
体
重
の
二
～
三

倍
ま
で
で
す
．
．
時
速
2
0
キ
ロ
の
衝
突

で
さ
え
、
そ
の
衝
撃
は
自
分
の
体
重

の
6
～
1
5
倍
に
な
る
の
で
す
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
走
る
時
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
必
要
で
す
．
．

　
い
つ
事
故
に
あ
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
．
．
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗
者

も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
．
．

⊃ぐ
・
　
・
　
’

．
＝
　
　
一
　
　
　
ヤ

　
σ
，
　
一
，
．
一

0
麟
、
醐
嘗　～N～一

f

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
（
四
月
末
累
計
）
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匪釧
　
急
報
に
掲

載
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
写

真
、
さ
し
あ

げ
ま
す
、

　
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
情

報
係
（
容
㊥
2
1
1
1
内
線
1
4
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

・
つこ‘、

つ
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’

東
郷
町
歯
科
診
療
所
に
土
田
先
生
が
着
任

　
東
郷
町
歯
科
診
療
所
の
．
医
師
で
あ

／、

ｽ
野
日
和
幸
氏
が
福
岡
県
へ
転
出

さ
れ
た
た
め
、
後
任
と
し
て
土
田
孝

男
氏
〔
4
5
歳
）
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
⊥
田
先
生
は
昭
和
四
十
九
年
神
奈

川
歯
科
大
学
を
卒
業
後
同
年
四
月
よ

り
日
向
市
内
の
土
田
歯
科
医
院
に
勤

務
さ
れ
て
い
ま
し
た
、

野

　
「
人
生
僅
か
五
十
年
…
一
信
長
の

好
き
だ
’
．
た
敦
文
．
の
出
だ
し
の
部
分

で
す
が
、
今
や
人
生
八
卜
年
と
も
言

わ
れ
〆
、
い
ま
す
、
し
か
し
、
唯
八
十

年
生
き
て
い
る
と
≒
．
口
う
だ
け
で
は
決

し
1
、
充
実
し
た
人
生
で
あ
る
と
は
言

え
す
、
健
康
で
、
活
力
あ
る
人
生
を

過
し
げ
、
始
め
て
そ
の
人
に
と
っ
て
幸

せ
な
一
生
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
．
勝
う
か

　
日
本
歯
科
医
師
会
で
は
「
歯
が
大

事
、
食
べ
る
楽
し
み
い
つ
ま
で
9
2

の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
厚
生
省
に
協
力

し
、
現
在
八
十
歳
の
人
に
二
卜
本
の

歯
を
残
そ
う
と
い
う
「
8
0
2
0
運

動
一
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
，

こ
れ
は
豊
か
な
老
後
を
迎
え
る
為
に
、

お
い
し
い
も
の
か
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
、
健
康
的
な
老
後
の
生
活
を
過
ご

す
こ
と
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
　
人
の
体
も
長
年
使
え
ば
ガ
タ

が
く
る
の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
．
．

中
で
も
三
度
三
度
の
食
事
ど
こ
ろ
か

終
日
酷
使
さ
れ
て
い
る
歯
に
つ
い
げ
、

は
個
々
の
心
構
え
次
第
で
程
度
の
差

は
あ
’
．
て
も
、
ど
う
し
て
も
疲
労
の

度
合
は
ひ
ど
い
も
の
で
、
現
一
－
一
自
覚

譜4飴瞭……
零

r
．
．

東
郷
駐
在
所

恥鵡

症
状
の
な
い
人
も
含
め
る
と
、
8
0
％

も
の
人
が
む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
に

か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
．
一

　
来
月
号
よ
り
「
歯
科
医
師
会
だ
よ

り
一
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
戴
き
、

生
涯
の
歯
の
健
康
管
理
に
関
す
る
お

話
し
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
．
是
非
御
】
読
く

だ
さ
．
’
．
げ
、
、
ご
自
・
身
の
健
康
維
持
、

増
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
．
．

東
郷
町
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
土
田
孝
男

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

、
　
　
　
，

友
の
一
人
都
に
芸
を
習
ひ
来
て

　
同
窓
会
に
花
を
添
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

　
　
　
　
　
ナ
　
ま
　

静
も
り
し
四
方
の
山
々
目
を
覚
ま
し

　
わ
か
ば
青
葉
の
呼
吸
は
げ
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

職・氏名　警部補　山本英輔

生年月日　昭和15年4月11日

年　　齢　52歳

血液型　B型

趣味囲碁・L山・ツー
　　　　　リング・アマチュ

　　　　ア無線

家　族妻・長男・長女

　　　　（今は単身赴任中）

町民に一言

　延岡署からまいりました，

考えていることは一つ一地域

の警察官として住民の役にた

つこと．！

　風光明媚・人情味溢れる所

とみました。早くも気に入っ

てます．よろしくお願いしま
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職・・氏名　巡査　藤井孝二

生年月日　昭和35年12月20日

年　　齢　31歳

血液型AB型
趣　　味　ゴルフ

家　 族妻・長男・長女
町民に一言

　本署〔日向岡・から転任し

てまいりました、藤井です。

　東郷町の発展・治安維持の

ために誠心誠意努力してまい

りますのでよろしくお願いし
ます．
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	長雨の降りやすい６月－木の裂ける音など・・・前ぶれがあったらすぐ避難－がけ崩れ防災週間・土砂災害防止月間

	あなたも１０万円に挑戦してみませんか－第一回牧水銅像写真コンテスト

	１０３歳塩月テイさん死去

	「日韓友好植樹の翼」植樹と心で交流

	長い間ごくろうさまでした
	熱唱“細川たかしショー”
	第6回乾しいたけ品評会
	寺迫区民体育祭

	交通死亡者全国一の増加率

	東郷町歯科診療所に土田先生が着任
	六月は「還境月間」

